
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リングバインダーのカールリング及び基部の内側に挿通する開閉バーを形成し、該開閉
バーの先端部に、該開閉バーを前記リングバインダー内に誘導する誘導部を設けると共に
、前記開閉バーの前記誘導部を除く部分は、前記リングバインダーの直径を越え、かつ、
前記カールリングを拡げるだけの巾を有しており、また、前記開閉バーの側壁面に前記開
閉バーに直交するガイド板を形成し

たことを特徴とす
るリング開閉具。
【請求項２】
　前記開閉バーの長手方向の両端縁に前記カールリング及び基部の内側を摺接する膨出部
を設けたことを特徴とする請求項１記載のリング開閉具。
【請求項３】
　リングバインダーのカールリング及び基部の内側に挿通する開閉バーを形成し、該開閉
バーの先端部に、該開閉バーを前記リングバインダー内に誘導する誘導部を設けると共に
、前記開閉バーの前記誘導部を除く部分は、前記リングバインダーの直径を越え、かつ、
前記カールリングを拡げるだけの巾を有しており、また、前記開閉バーの長手方向の両端
縁に前記カールリング及び基部の内側を摺接する膨出部を設け、さらに、該膨出部が突出
している側の側壁面を、前記リングバインダーの閉じる際の前記カールリングの爪先端の
移動軌跡に沿うように、前記側壁面の下部から上側膨出部の接線方向に延びる直線形とし
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、該ガイド板の一側面を紙保持用の台座部に、他側面
を前記リングバインダーへの前記開閉バー挿入時のガイドに夫々形成し



たことを特徴とするリング開閉具。
【請求項４】
　前記開閉バーの側壁面に前記開閉バーに直交するガイド板を形成し

たことを特徴とする請求項３記載のリング開閉具。
【請求項５】
　紙等を載置する平板状の載置部材の幅方向両側部にガイド部を一体に設け、該ガイド部
の前側下部に前記載置部材の前縁下面と一部が対向するように、リングバインダーを位置
決めするバインダー設置部を回動可能に取り付けると共に、前記ガイド部の前側上部に前
記載置部材に載置した紙等を押さえる押え部を回動可能に取付けた綴じ補助具と、該綴じ
補助具の前記バインダー設置部に設置された前記リングバインダーのカールリングを開放
する、請求項１～ のいずれかのリング開閉具と、からなることを特徴とする綴じ装置。
【請求項６】
　前記バインダー設置部に前記リングバインダーを設置する溝部を、前記載置部材の前縁
に沿わせて設け、該溝部の一側壁に前記リングバインダーのカールリングが掛合する複数
個の位置決め突部を間隔を開けて設け、前記溝部の他側壁を前記一側壁よりも低く形成し
て、その上端を前記リング開閉具のガイド板の案内部にしたことを特徴とする請求項 記
載の綴じ装置。
【請求項７】
　前記溝部の一側壁に設けた位置決め突部の間隔は、前記溝部の、前記リング開閉具を挿
入する挿入口近傍が狭く、該挿入口近傍を過ぎた部位から広くされていることを特徴とす
る請求項 記載の綴じ装置。
【請求項８】
　リングバインダーを位置決めする溝部と、該溝部の一側壁に前記リングバインダーのカ
ールリングが掛合する複数個の位置決め突部を間隔を開けて設け、前記溝部の他側壁を前
記一側壁よりも低く形成したバインダー設置具と、該バインダー設置具に設置した前記リ
ングバインダーのカールリングを開口する、請求項１～ のいずれかのリング開閉具と、
からなることを特徴とする綴じ装置。
【請求項９】
　前記一側壁よりも低く形成した前記他側壁の上端を前記リング開閉具のガイド板の案内
部にしたことを特徴とする請求項 記載の綴じ装置。
【請求項１０】
　紙等を載置する、斜面に形成した板状の載置部材を設け、該載置部材の下端部にリング
バインダーを位置決めするバインダ設置部を前記載置部材に略直交させて設けると共に、
前記バインダ設置部に前記リングバインダーが掛合する複数個の位置決め突部を形成した
バインダー設置具と、該バインダ設置具に設置した前記リングバインダーのカールリング
を開口させる、請求項１～ のいずれかのリング開閉具と、からなることを特徴とする綴
じ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、紙等を綴じるためのリングバインダーのカールリングを容易に開閉すること
ができるリング開閉具及び、このリング開閉具と、リングバインダーや紙の設置、位置決
め等を行う綴じ補助具またはバインダー設置具とから成る綴じ装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、所定の大きさのプラスチック板や、紙例えば、図４３に示すように、Ａ４やＢ５
の紙（規格紙）１を綴じる場合、カールリング２を備えたリングバインダー３を利用する
ことがある。リングバインダー３は、図４４に示すように、細長い円弧状の基部３Ａと、
この基部３Ａの長手方向一端側から円弧状に周方向に延び、略半周して先端の爪２ａが基
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部３Ａの他端側に重なって接触している複数のカールリング２とから構成される。このカ
ールリング２の爪２ａは先端が細くなるように形成されている。そして、リングバインダ
ー３で紙１を綴じる場合には、紙綴じ装置４を用いてカールリング２を開き、その開いた
カールリング２に紙１の孔５を掛合させて綴じていた。
【０００３】
　上記リングバインダー３のカールリング２を開く、従来の紙綴じ装置４について説明す
る。図４４に示すように、紙綴じ装置４の、紙１等を載置する載置部６には、リングバイ
ンダー３を設置するためのバインダー設置部７が設けられている。このバインダー設置部
７の壁面８から離れて壁面８と平行に、等間隔で起立爪９が設けられており、起立爪９の
中間部には横方向に延びる突起１０が形成されている。また、起立爪９の下方には水平移
動可能な可動板１１が設けられ、可動板１１の端部には逆Ｌ字形の爪１２が等間隔で立設
されている。爪１２は突起１０に重なるように配置されている。
【０００４】
　載置部６の上部には紙１等を押える紙押え部１３が外方に回動可能に設けられている。
この紙押え部１３は可動板１１と連動しており、紙押え部１３を内側に閉じた場合、可動
板１１が押し出され、紙押え部１３を開けた場合、可動板１１が引っ込むようになってい
る。すなわち、可動板１１がＡ方向に動くことにより、起立爪９と逆Ｌ字形の爪１２とが
近接離間するようになっている。
【０００５】
　図４４において、符号１４で示すものはバインダー設置部７の上部を覆う蓋である。ま
た、符号１５で示すものは、この紙綴じ装置４によって紙１に孔５を明ける際に使用する
、位置決め段部１６を備えたガイドプレートである。ガイドプレート１５は載置部６に回
動可能に取り付けられている。さらに、載置部６及び紙押え部１３の双方の対向面には、
位置決めした紙１を挟持するためのマグネット１７が設けられている。
【０００６】
　そして例えば、紙１を綴じる場合は、蓋１４及び紙押え部１３を開き、起立爪９と逆Ｌ
字形の爪１２とを整合させ、バインダー設置部７、すなわち壁面８と起立爪９との間にリ
ングバインダー３の基部３Ａを配置し、カールリング２が隣接する起立爪９の間に位置す
るよう配置する。
【０００７】
　さらに、起立爪９の突起１０と、逆Ｌ字形の爪１２とにカールリング２が掛かるように
リングバインダー３を横方向にずらした後、紙押え部１３を内側に閉じると、可動板１１
が押し出され、図４５に示すように、逆Ｌ字形の爪１２が前方に押出される。これに伴っ
てカールリング２の爪２ａが基部３Ａの他端側から外れる。この状態で、紙１の孔５をカ
ールリング２の爪２ａの位置に合わせて、挿入可能な状態にして押え部１３を元に戻すと
、すなわち開くと、可動板１１と共に爪１２が引っ込んでカールリング２が閉じ、紙１の
綴じが完了する。
【０００８】
　なお、紙１に孔５が開けられていない場合においては、図４６に示すように、上記紙綴
じ装置４及び孔明けパンチ１８を用いることによって紙１に孔５を明けることができる。
この場合、図４４に示すように、紙押え部１３を起立させて載置部６の上面に紙１を置き
、紙１の端部をガイドプレート１５の位置決め段部１６に当接させて位置決めし、その後
、図４６に示すように、紙押え部１３を閉じる。このときマグネット１７同士が吸着して
紙１が移動しないように挟持される。次に、ガイドプレート１５を載置部６の裏面側に折
り返して孔明けパンチ１８がガイドプレート１５に当らないようにしてから、紙押え部１
３に形成された凹部１９に孔明けパンチ１８の中央に設けた凸部２０を嵌合させながら順
次パンチングを行って紙１に孔５を開ける。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
　以上説明した従来技術の紙綴じ装置４は、バインダー設置部７に設けた起立爪９にリン
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グバインダー３の基部３Ａを掛合させ、可動板１１に設けた逆Ｌ字形の爪１２にカールリ
ング２を掛合させて、紙押さえ部１３の開閉と共に、可動板１１を前後方向に動かし、カ
ールリング２を開閉するようにしていたので、リングバインダー３を開ける装置の構造が
複雑であり、コスト高であった。また、カールリング２を開ける際、逆Ｌ字形の爪１２及
び突起１０にカールリング２を掛けるように、リングバインダー３を横方向にずらし、さ
らに、この状態で紙押え部１３を閉じなければならないので、作業が煩雑になる問題があ
った。このようにリングバインダー３のカールリング２を開けるには装置が大掛かりのも
のであったので、操作性がよく、容易にカールリングを開放することができる簡単な装置
が望まれていた。
【００１０】
　本発明は、この点に鑑みてなされたものであり、リングバインダーのカールリングを構
造簡単な装置で容易に開閉できるようにすると共に、開閉作業の煩雑さをなくし、かつ、
コストを低減させたリング開閉具及び綴じ装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記課題を解決するための手段として、請求項１に記載された発明は、リング
バインダーのカールリング及び基部の内側に挿通する開閉バーを形成し、該開閉バーの先
端部に、該開閉バーを前記リングバインダー内に誘導する誘導部を設けると共に、前記開
閉バーの前記誘導部を除く部分は、前記リングバインダーの直径を越え、かつ、前記カー
ルリングを拡げるだけの巾を有しており、また、前記開閉バーの側壁面に前記開閉バーに
直交するガイド板を形成し

たことを特徴とするもので
ある。
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、リング開閉具の開閉バーの先端部に誘導部を設け、こ
の開閉バーの誘導部をリングバインダーのカールリング及び基部内に挿入させれば、開閉
バーの誘導部を除く部分は、リングバインダーの直径を越え、かつ、カールリングを拡げ
るだけの巾を有しているため、個々のカールリングは誘導部より押し上げられて順次開口
する。また、開閉バーの側壁面に直交するガイド板を設け

てい
るため、リングバインダーのカールリングを開口させる際に、カールリングにリング開閉
具を挿入していけば、ガイド板の他側面（例えば、リング開閉具を縦にして機能させた場
合、下側になる面）が、リングバインダーの基部に接して挿入時のガイドとなる。このよ
うにしてカールリングが開口したら、リング開閉具の開閉バーの側壁面に形成したガイド
板の一側面（上側になる面）を紙の台座部にして複数枚重合させた紙の孔側の端部を開閉
バーの側壁面に突き当て、紙の孔と、カールリングの爪とを対応させて、

リング開閉具をリングバインダーから引き抜けば、カール
リングは紙の孔に嵌合して紙綴じが行われる。
【００１３】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々にす
る場合は、紙をカールリングの爪側に位置させ、この状態で、

リング開閉具をリングバインダー内に挿入 さ
せる。
【００１４】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載されたものにおいて、前記開閉バーの長
手方向の両端縁に前記カールリング及び基部の内側を摺接する膨出部を設けたことを特徴
とするものである。
【００１５】
　請求項２に記載の発明によれば、リング開閉具の開閉バーの長手方向の両端縁に夫々膨
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、該ガイド板の一側面を紙保持用の台座部に、他側面を前記リ
ングバインダーへの前記開閉バー挿入時のガイドに夫々形成し

、該ガイド板の一側面を紙保持
用の台座部に、他側面をリングバインダーへの開閉バー挿入時のガイドに夫々形成し

紙の位置決めを
する。紙の位置決めをしたら、

リング開閉具のガイド板を
カールリングの爪側に位置させて、ガイド板で紙を支持するようにガイド板を紙の最下端
部に挿入しながら、 してカールリングを開口



出部を設けて、リング開閉具の開閉バーをリングバインダーの内部に挿入した際、リング
開閉具の開閉バーをカールリング及び基部に沿って摺動させる。リング開閉具がカールリ
ングを開口したら、リング開閉具の開閉バーの側壁面に形成したガイド板の一側面（上側
になる面）を紙の台座部にして複数枚重合させた紙の孔側の端部を開閉バーの側壁面に突
き当て、紙の孔と、カールリングの爪とを対応させてリング開閉具をリングバインダーか
ら引き抜けば、カールリングは紙の孔に嵌合して紙は綴じられる。
【００１６】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々にす
る場合は、紙をカールリングの爪側に位置させ、この状態で、膨出部を有するリング開閉
具をリングバインダー内に挿通させる。
【００１７】
　請求項３に記載された発明は、リングバインダーのカールリング及び基部の内側に挿通
する開閉バーを形成し、該開閉バーの先端部に、該開閉バーを前記リングバインダー内に
誘導する誘導部を設けると共に、前記開閉バーの前記誘導部を除く部分は、前記リングバ
インダーの直径を越え、かつ、前記カールリングを拡げるだけの巾を有しており、また、
前記開閉バーの長手方向の両端縁に前記カールリング及び基部の内側を摺接する膨出部を
設け、さらに、該膨出部が突出している側の側壁面を、前記リングバインダーの閉じる際
の前記カールリングの爪先端の移動軌跡に沿うように、前記側壁面の下部から上側膨出部
の接線方向に延びる直線形としたことを特徴とするものである。
【００１８】
　請求項３に記載された発明によれば、リング開閉具の開閉バーの先端部に誘導部を設け
、また、開閉バーの誘導部を除く部分は、リングバインダーの直径を越え、かつ、カール
リングを拡げるだけの巾を有すると共に、開閉バーの長手方向の両端縁にカールリング及
び基部の内側を摺接する膨出部を設けているので、開閉バーの誘導部及びこの誘導部に続
く部分をリングバインダーのカールリング及び基部内に挿入させれば、個々のカールリン
グは誘導部及びこの誘導部に続く部分より押し上げられて順次開口する。カールリングが
開口したら、リング開閉具の開閉バーの側面に複数枚重合させた紙の孔側の端部を突き当
て、紙の孔と、カールリングの爪とを対応させて、リング開閉具をリングバインダーから
引き抜けば、カールリングは紙の孔に嵌合して紙綴じが行われる。この際、開閉バーの、
膨出部が突出している側の側壁面を、側壁面の下部から上側膨出部の接線方向に延びる直
線形としているため、この直線形の部分に複数枚重合させた紙の孔側の端部を突き当てる
ことにより、紙の端部を直線部分に沿わせてずらすと共に、重合した紙の孔の軌跡と、カ
ールリングの爪先端の移動軌跡とを一致させ、紙綴じの際、カールリングを紙の孔に挿入
させ易くする。
【００１９】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々に分
離する場合には、紙をカールリングの爪側に位置させ、この状態で、側壁面を直線形にし
たリング開閉具をリングバインダー内に挿通させる。
【００２０】
　請求項４に記載された発明は、請求項３に記載されたものにおいて、前記開閉バーの側
壁面に前記開閉バーに直交するガイド板を形成し

たこ
とを特徴とするものである。
【００２１】
　請求項４に記載の発明によれば、開閉バーの側壁面に直交するガイド板を設け

ているため、リングバインダーのカールリングを開口させる際に、カー
ルリングにリング開閉具を挿入していけば、ガイド板の他側面（例えば、リング開閉具を
縦にして機能させた場合、下側になる面）が、リングバインダーの基部に接して挿入時の
ガイドとなる。カールリングが開口したら、リング開閉具の開閉バーの側面に形成したガ
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、該ガイド板の一側面を紙保持用の台座
部に、他側面を前記リングバインダーへの前記開閉バー挿入時のガイドに夫々形成し

、該ガイ
ド板の一側面を紙保持用の台座部に、他側面をリングバインダーへの開閉バー挿入時のガ
イドに夫々形成し



イド板の一側面（上側になる面）を紙の台座部にして複数枚重合させた紙の孔側の端部を
開閉バーの側壁面に突き当て、紙の孔と、カールリングの爪とを対応させて、

リング開閉具をリングバインダーから引き抜けば、カ
ールリングは紙の孔に嵌合して紙綴じが行われる。
【００２２】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々に分
離するには、紙をカールリングの爪側に位置させ、 リング開閉具のガイド板
をカールリングの爪側に位置させて、ガイド板で紙を支持するようにガイド板を紙の最下
端部に挿入しながら、リング開閉具をリングバインダーのカールリング内に挿入 カー
ルリングを開口 。
【００ 】
　請求項 記載された発明は、紙等を載置する平板状の載置部材の幅方向両側部にガイド
部を一体に設け、該ガイド部の前側下部に前記載置部材の前縁下面と一部が対向するよう
に、リングバインダーを位置決めするバインダー設置部を回動可能に取り付けると共に、
前記ガイド部の前側上部に前記載置部材に載置した紙等を押さえる押え部を回動可能に取
付けた綴じ補助具と、該綴じ補助具の前記バインダー設置部に設置された前記リングバイ
ンダーのカールリングを開放する、請求項１～ のいずれかのリング開閉具と、からなる
ことを特徴とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載された発明によれば、紙等を載置する平板状の載置部材の幅方向両側部
にガイド部を一体に設けて載置部材に載置した紙の案内をする。また、ガイド部の前側下
部にバインダー設置部を回動可能に取り付けて、紙等に孔を明ける際には紙等の位置決め
をし、さらに、紙等をリングバインダーによって綴じる際にはリングバインダーの位置決
めをする。また、ガイド部の前側上部に紙等を押える押え部を回動可能に取り付けて載置
部材に載置した紙等をこの押え部と載置部材とで挟持して固定する。そして、前記バイン
ダー設置部に設置したリングバインダーのカールリングにリング開閉具を挿入してカール
リングを開口し、さらに、リング開閉具を引き抜いてカールリングを閉じて紙等を綴じる
。リング開閉具としては、ガイド板、膨出部、或は、ガイド板と膨出部を備えたものを適
宜使用する。
【００ 】
　また、綴じ補助具とリング開閉具とを使用して、紙を綴じているリングバインダーを外
して、紙とリングバインダーとを別々に分離するには、紙及びカールリングの爪を綴じ補
助具の載置部材側に位置させて、リングバインダーをバインダー設置部に設置し、さらに
、リング開閉具の、例えば、ガイド板を前記載置部材側に位置させて、ガイド板で紙を支
持するようにガイド板を紙の最下端部に挿入しながら、リング開閉具をリングバインダー
のカールリング内に挿入させる。
【００ 】
　請求項 に記載された発明は、請求項 に記載されたものにおいて、前記バインダー設
置部に前記リングバインダーを設置する溝部を、前記載置部材の前縁に沿わせて設け、該
溝部の一側壁に前記リングバインダーのカールリングが掛合する複数個の位置決め突部を
間隔を開けて設け、前記溝部の他側壁を前記一側壁よりも低く形成して、その上端を前記
リング開閉具のガイド板の案内部にしたことを特徴とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載の発明によれば、バインダー設置部に形成した溝部の一側壁に複数個の
位置決め突部を、間隔を開けて設け、この突部に溝部に設置したリングバインダーのカー
ルリングを掛合させてその位置決めをする。さらに、溝部の他側壁を溝部の一側壁よりも
低く形成して、バインダー設置部に設置したカールリングにリング開閉具を挿入させた場
合にはリング開閉具のガイド板を案内する。
【００ 】
　請求項 に記載された発明は、請求項 に記載されたものにおいて、前記溝部の一側壁
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に設けた位置決め突部の間隔は、前記溝部の、前記リング開閉具を挿入する挿入口近傍が
狭く、該挿入口近傍を過ぎた部位から広くされていることを特徴とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載の発明によれば、溝部の一側壁に設けた位置決め突部の間隔を溝部の、
リング開閉具の挿入口近傍を狭く形成して、前記リング開閉具をリングバインダーのカー
ルリングに挿入し易くする。挿入後は、間隔を広くした位置決め突部によって、リングバ
インダーを保持すると共に、前記リング開閉具の摺動を容易にさせる。
【００ 】
　請求項 に記載された発明は、リングバインダーを位置決めする溝部と、該溝部の一側
壁に前記リングバインダーのカールリングが掛合する複数個の位置決め突部を間隔を開け
て設け、前記溝部の他側壁を前記一側壁よりも低く形成したバインダー設置具と、該バイ
ンダー設置具に設置した前記リングバインダーのカールリングを開口する、請求項１～
のいずれかのリング開閉具と、からなることを特徴とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載の発明によれば、バインダー設置具に溝部及び、溝部を形成する、一方
を低くした壁部を設けて、この壁部を、ガイド板を備えたリング開閉具の場合には、リン
グ開閉具のガイド板が当接するガイド部にしてリング開閉具をガイドすると共に、溝部に
リングバインダーを位置決め設置する。このバインダー設置具に設置されて位置決めされ
たリングバインダーにリング開閉具を挿入し、リングバインダーのカールリングを開口さ
せて紙綴じをする。また、紙を綴じているリングバインダーをバインダー設置具に設置し
て、リング開閉具を挿入して、リングバインダーと紙とを分離する。
【００ 】
　請求項 に記載された発明は、請求項 に記載されたものにおいて、前記一側壁よりも
低く形成した前記他側壁の上端を前記リング開閉具のガイド板の案内部にしたことを特徴
とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載された発明によれば、バインダー設置部に形成した溝部の一側壁に複数
個の位置決め突部を、間隔を開けて設け、この突部に溝部に設置したリングバインダーの
カールリングを掛合させてその位置決めをする。さらに、溝部の他側壁を溝部の一側壁よ
りも低く形成して、バインダー設置部に設置したカールリングにリング開閉具を挿入させ
た場合にはリング開閉具のガイド板を案内する。
【００ 】
　請求項 に記載された発明は、紙等を載置する、斜面に形成した板状の載置部材を設
け、該載置部材の下端部にリングバインダーを位置決めするバインダ設置部を前記載置部
材に略直交させて設けると共に、前記バインダ設置部に前記リングバインダーが掛合する
複数個の位置決め突部を形成したバインダー設置具と、該バインダ設置具に設置した前記
リングバインダーのカールリングを開口させる、請求項１～ のいずれかのリング開閉具
と、からなることを特徴とするものである。
【００ 】
　請求項 に記載された発明によれば、斜面に形成した板状の載置部材の下端部にバイ
ンダー設置部を直交させて設けて、載置部材に載置させた紙の位置決めをする。さらに、
バインダー設置部に複数個の位置決め突部を設け、この突部にリングバインダーのカール
リングを掛合させて、リングバインダーを固定し、リングバインダーにリング開閉具を挿
入させる際、また、リングバインダーからリング開閉具を引き抜く際、リング開閉具の操
作を安定させる。また、このバインダー設置具に紙を綴じているリングバインダーを設置
し、リングバインダーへのリング開閉具の挿入を安定して行って、紙とリングバインダー
とを分離させる。リング開閉具としては、ガイド板、膨出部、或は、ガイド板と膨出部を
備えたものを適宜使用する。
【００ 】
【発明の実施の形態】
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　以下、本発明に係るリング開閉具及び綴じ装置の実施の形態を図に基づいて説明する。
先ず、本発明の図面について説明する。図１乃至図１９で示すものは、紙１やプラスチッ
クの表紙等を綴じるリングバインダー３のカールリング２を開口するリング開閉具に関す
るものであり、図２０乃至図４０で示すものは、上記リング開閉具と、紙１及びリングバ
インダー３等を位置決めする綴じ補助具２１とを組み合わせた綴じ装置に関するものであ
る。また、図４１及び図４２に示すものは、上記リング開閉具と、リングバインダー３を
位置決めするバインダー設置具４１とを組み合わせた綴じ装置に関するものである。
【００ 】
　先ず、図１及び図２に示すリング開閉具２８Ｘを説明する。なお、従来の部材と同一の
部分には同一の符号を付す。このリング開閉具２８Ｘは、図１に示すように、正面視略刀
身状、かつ、断面Ｉ字形（図２）に形成された開閉バー２８Ａの先端部をカールリング２
内に進入し易いように誘導部２８ａに形成したものである。なお、リング開閉具２８Ｘは
合成樹脂製のものでも、金属製のものでも良いが、本実施の形態では、合成樹脂製のもの
が使用されている。
【００ 】
　開閉バー２８Ａの先端の誘導部２８ａは、直線状本体部の長手方向の一側端縁 (刀の刃
に対応する部位 )を他側端縁（刀の背または峰に対応する部位）よりも短くして丸みをも
たせた形状にしてある。すなわち、先端には刀の切っ先状の丸みを持たせている。なお、
誘導部２８ａの形状は、上記のような刀の切っ先状の丸みに限定されず、カールリング２
に挿入させ易い形状であれば、どのような形でも良い。例えば、開閉バー２８Ａの先端に
進むに従って、一側端縁と他側端縁とが接近する三角状のもの、すなわち、先端に向かっ
て下り勾配をした形状にしてもよいし、先端部を単なる円弧状、楕円状に形成しても良い
。また、開閉バー２８Ａの誘導部２８ａを除く部分は、挿入されるリングバインダー３の
直径を超え、カールリング２を拡げるだけの巾を有する。図１において、符号２８Ｅで示
すものは、開閉バー２８Ａの後端部に設けた柄である。
【００ 】
　上記構成のリング開閉具２８Ｘの作用を図３及び図４を基づいて説明する。すなわち、
リングバインダー３のカールリング２を開口させる場合は、図３に示すように、一方の手
でリングバインダー３を把持すると共に、他方の手でリング開閉具２８Ｘを把持し、この
リング開閉具２８Ｘの先端部（誘導部２８ａ）をカールリング２及び基部３Ａの端部より
内部に挿入していけば、リングバインダー３のカールリング２は、誘導部２８ａにより円
滑に押し上げられて、順次開口するようになる。すなわち、リング開閉具２８Ｘを挿入す
れば、リングバインダー３の基部３Ａからカールリング２の爪２ａが離間して開閉バー２
８Ａの一側の端縁側に円滑に移動し、カールリング２が容易に開口する。
【００ 】
　リング開閉具２８Ｘによって、カールリング２が開口されたら、図４に示すように、リ
ング開閉具２８Ｘの開閉バー２８Ａの側壁面２８ｂに複数枚重合した紙１の孔５側の端部
を突き当てると共に、基部３Ａで紙１を僅かに支えて、紙１の孔５と、カールリング２の
爪２ａとを対応させて、紙１の位置決めをする。その後、リング開閉具２８Ｘをリングバ
インダー３から引き抜いていけば、カールリング２の爪２ａが紙１の孔５に嵌合して紙１
を綴じることができる。
【００ 】
　また、紙１を綴じているリングバインダー３を外して、紙１とリングバインダー３とを
分離するには、紙１をカールリング２の爪２ａ側に位置させ、この状態で、リング開閉具
２８Ｘをリングバインダー３内に挿通させていけば、紙１とリングバインダー３とを別々
に分離することができる。
【００ 】
　次に、図５及び図６に示すリング開閉具２８Ｙを説明する。なお、図１乃至図４と同一
の部分には同一の符号を付して説明を省略する。このリング開閉具２８Ｙは、先端部に誘
導部２８ａを設けた開閉バー２８Ａの長手方向の両端縁、すなわち、略刀身状の開閉バー
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２８Ａを縦にして、いわゆる刀の刃に対応する部位を上側にして（刀の背または峰に対応
する部位を下側にして）機能させた場合、上部位置になる一側端縁及び下部位置になる他
側端縁に夫々、膨出部２８Ｂ，２８Ｃを設けたものである。
【００ 】
　この膨出部２８Ｂ，２８Ｃは共に開閉バー２８Ａの軸方向の略全域に渡って形成されて
いる。また、膨出部２８Ｂ，２８Ｃは、図６に示すように、共に片側部位に突設させてあ
る。これは膨出部２８Ｂ，２８Ｃの内側で紙１を支持し易くするためである。
【００ 】
　また、上部位置の膨出部２８Ｂは断面略円形状に形成され、下部位置の膨出部２８Ｃは
断面略角形状に形成されている。これら膨出部２８Ｂ，２８Ｃは、カールリング２の内周
部と、開閉バー２８Ａの外周部との接触摩擦を最少にして挿入時の動きを軽くするためで
ある。したがって、リング開閉具２８Ｙをリングバインダー３のカールリング２及び基部
３Ａ内に挿入した場合、リング開閉具２８Ｙを容易に摺動させることができる。
【００ 】
　上記構成のリング開閉具２８Ｙの作用を図７及び図８を参照にして説明する。図７に示
すように、片方の手でリングバインダー３を把持し、他方の手でリング開閉具２８Ｙを把
持し、このリング開閉具２８Ｙの先端部の誘導部２８ａをリングバインダー３のカールリ
ング２に端部より徐々に挿入していく。挿入の際には、リング開閉具２８Ｙの開閉バー２
８Ａの長手方向の両端縁（刃側及び峰側）には膨出部２８Ｂ，２８Ｃが形成されているの
で、リング開閉具２８Ｙはカールリング２内を滑らかに摺動する。
【００ 】
　カールリング２が開口したら、図８に示すように、開閉バー２８Ａの側壁面２８ｂに複
数枚重合した紙１の孔５側の端部を当接させると共に、下側の膨出部２８Ｃと、リングバ
インダー３の基部３Ａとで紙１を支持して、紙１の孔５とカールリング２の爪２ａとを対
応させて位置決めをし、その後、リング開閉具２８Ｙをリングバインダー３から引き抜い
ていけば、カールリング２の爪２ａは紙１の孔５に順次嵌入して紙１を綴じることができ
る。
【００ 】
　また、紙１を綴じているリングバインダー３を外して、紙１とリングバインダー３とを
分離するには、紙１をカールリング２の爪２ａ側に位置させ、この状態で、リング開閉具
２８Ｙをリングバインダー３内に挿通させていけば、紙１とリングバインダー３とを別々
に分離させることができる。
【００ 】
　図９（ａ）に示す実施の形態は、開閉バー２８Ａの膨出部２８Ｂ、２８Ｃが突出してい
る側の側壁面２８ｂを、側壁面２８ｂの下部から上側膨出部２８Ｂの接線方向に延びる断
面直線形にしたものである。
【００ 】
　このように開閉バー２８Ａの膨出部２８Ｂ、２８Ｃが突出している側の側壁面２８ｂを
斜め直線形にしたので、この直線形の部分に複数枚重合させた紙１の孔５側の端部を当接
させれば、紙１の端部が直線部分に沿ってずれ、重合した紙１の孔５の軌跡と、閉じる際
のカールリング２の爪２ａ先端の移動軌跡とが略一致する。
【００ 】
　これによって、紙１等を綴じる際、カールリング２を紙１等の孔５に嵌入させ易くなる
。これはカールリング２の開閉の際は、カールリング２の爪２ａは、図９（ｂ）に示すよ
うに、基部３Ａを基点として略直線上に動くので、紙１の端部を直線上にずらして重ね、
紙１の孔５の軌跡を斜め直線状態にしておけば、カールリング２を無理なく紙１の孔５に
嵌入させて綴じることができるからである。
【００ 】
　また、紙１を綴じているリングバインダー３を外して、紙１とリングバインダー３とを
分離するには、紙１をカールリング２の爪２ａ側に位置させ、この状態で、図９に示すリ
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ング開閉具２８Ｙをリングバインダー３内に挿通させていけば、紙１とリングバインダー
３とを別々に分離させることができる。このリング開閉具２８Ｙは、多数枚重合させた紙
１を取り外すのに好適である。
【００ 】
　最後に、図１０乃至図１４に示すリング開閉具２８Ｚを説明する。なお、図５乃至図９
と同一の部分には同一の符号を付して説明を省略する。このリング開閉具２８Ｚは、先端
部に誘導部２８ａを形成し、長手方向の両端縁に膨出部２８Ｂ，２８Ｃを形成した開閉バ
ー２８Ａの側壁面２８ｂにガイド板２８Ｄを設けたものである。ガイド板２８Ｄは、図１
２に示すように、膨出部２８Ｃの内側部位に一体に形成され、開閉バー２８Ａの側壁面２
８ｂに直交して延設されている。ガイド板２８Ｄは開閉バー２８Ａの軸方向の略全域に渡
って形成されている（図１０及び図１１）。
【００ 】
　そして、このガイド板２８Ｄの一側面すなわち上側面を、紙１を保持する台座部に形成
し、ガイド板２８Ｄの他側面すなわち下側面を、リング開閉具２８Ｚがカールリング２内
を挿通する際のリングバインダー３の基部３Ａのガイドに形成している。
【００ 】
　このように構成したリング開閉具２８Ｚを用いてリングバインダー３のカールリング２
を開く態様を図１５に基づいて説明する。図１５に示すように、リングバインダー３のカ
ールリング２の爪２ａ側に、リング開閉具２８Ｚの膨出部２８Ｂを位置させると共に、リ
ングバインダー３の基部３Ａ側にガイド板２８Ｄを位置させて、リング開閉具２８Ｚをリ
ングバインダー３内に挿入させていくと、開閉バー２８Ａの先端の誘導部２８ａによって
リングバインダー３のカールリング２が徐々に持ち上げられて、カールリング２は開閉バ
ー２８Ａの上部の膨出部２８Ｂ側に順次移動する。
【００ 】
　この状態でリング開閉具２８Ｚをさらに押し込んでいくと、開閉バー２８Ａの上部の膨
出部２８Ｂがカールリング２の内部を摺動しながら、カールリング２を持ち上げて完全に
開放させる。このとき下部の膨出部２８Ｃはリングバインダー３の基部３Ａ内を摺動する
。このようにリング開閉具２８Ｚをカールリング２に挿通させるだけで、カールリング２
を無理なく開口させることができる。
【００ 】
このようにしてカールリング２を開口させたら、リング開閉具２８Ｚの開閉バー２８Ａの
側面、すなわち側壁面２８ｂに紙１の孔５側の端部を突き当て、ガイド板２８Ｄの台座部
で紙１を支持して、カールリング２の爪２ａと、紙１の孔５の位置とを一致させる。この
状態でリング開閉具２８Ｚを引き抜いていけば、カールリング２の爪２ａは紙１の孔５に
逐次嵌入して紙１を綴じることができる。
【００ 】
　また、紙１を綴じているリングバインダー３を外して、紙１とリングバインダー３とを
分離するには、紙１をカールリング２の爪２ａ側に位置させると共に、カールリング２の
爪２ａ側にリング開閉具２８Ｚのガイド板２８Ｄを位置させる。そして、ガイド板２８Ｄ
で紙１を支持するようにガイド板２８Ｄを紙１の最下端部に位置させ、この状態で、リン
グ開閉具２８Ｚをリングバインダー３内に挿通させていけば、紙１とリングバインダー３
とを別々に分離させることができる。
【００ 】
　なお、リング開閉具２８Ｚは、先端部に誘導部２８ａを設け、両端縁に膨出部２８Ｂ、
２８Ｃを設けた開閉バー２８Ａの側壁面２８ｂに側壁面２８ｂに直交するガイド板２８Ｄ
を設けたものであるが、このようにせず、誘導部２８ａを設けた、単なる開閉バー２８Ａ
の側壁面２８ｂにガイド板２８Ｄを設けてもよい。この場合の作用は図１５と略同じなの
で省略する。
【００ 】
　またさらに、図１６乃至図１８に示すリング開閉具３８Ｚは、紙１の端部をより支持す
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ることができるように、ガイド板３８Ｄを開閉バー３８Ａの側壁面３８ｂに直交する方向
に長く延設させたものである。このようにすれば、図１７に示すように、ガイド板３８Ｄ
が、図１１に示す実施の形態のガイド板２８Ｄよりも長くなり、紙１の孔５側の端部が安
定して保持され、紙１の孔５にリングバインダー３のカールリング２の爪２ａが挿入し易
くなる。
【００ 】
　なお、このリング開閉具３８Ｚの開閉バー３８Ａの先端にも誘導部３８ａが形成される
と共に、開閉バー３８Ａの長手方向の両端縁にも膨出部３８Ｂ、３８Ｃが形成されている
。さらに、開閉バー３８Ａの側壁面３８ｂにも紙１を突き当てることができる。そして、
開閉バー３８Ａの誘導部３８ａを除く部分は、挿入されるリングバインダー３の直径を超
え、カールリング２を拡げるだけの巾を有している。このリング開閉具３８Ｚの作用はリ
ング開閉具２８Ｚのものと略同様なので説明は省略する。
【００ 】
　なお、開閉バー２８Ａ，３８Ａの高さ方向の幅を大きくした場合、径の大きいリングバ
インダー３のカールリング２を開放することができる。このときは、膨出部２８Ｂ，２８
Ｃ及び３８Ｂ、３８Ｃの断面形状も図１２及び図１８に示すものよりも大きくすることに
なる。また、開閉バー２８Ａの断面形状をリング開閉具２８ＸではＩ字形（板状）に、リ
ング開閉具２８Ｙでは略コ字形に、そして，リング開閉具２８Ｚでは略Ｌ字形に形成して
いるが、これに限定されることなく、各開閉バー２８Ａの断面形状を略円形、略楕円形、
多角形（例えば、五角形や六角形）に形成してもよい。
【００ 】
　また、図１９に示す実施の形態では、開閉バー２８Ａのガイド板２８Ｄが形成されてい
る側の側壁面２８ｂを、リングバインダー３のカールリング２を閉じる際の爪２ａ先端の
移動軌跡に沿うように、側壁面２８ｂの下部から上側膨出部２８Ｂの接線方向に延びる断
面直線形状としたものである。このような直線形の部位に多数枚の紙１の、綴じ側の端部
を当接させれば、紙１の端部がずれた状態になり、紙１に設けた綴じ用の孔５も端部に沿
った状態になる。
【００ 】
　したがって、多数枚の紙１をリングバインダー３で綴じる場合は、紙１を容易に綴じる
ことができる。これは、前述したようにカールリング２の開閉の際は、カールリング２の
爪２ａが基部３Ａを基点として斜め直線方向に動くので、紙１の孔５側の端部をずらして
重ねておけば、紙１の孔５も斜め直線状になり、カールリング２を無理なく紙１の孔５に
嵌入させることができる。
【００ 】
　図２０及び図２１に示すものは、リングバインダー３等を位置決め設置する機能を備え
た綴じ補助具２１である。この綴じ補助具２１と前述したリング開閉具２８Ｘ，２８Ｙ，
２８Ｚ及び３８Ｚとを組み合わせた綴じ装置について説明する。本実施の形態では、ガイ
ド板２８Ｄを備えたリング開閉具２８Ｚ（図１０乃至図１４）を使用して、綴じ補助具２
１に設置されたリングバインダー３を開口する例を示している。綴じ補助具２１は、リン
グバインダー３開口の際、リング開閉具２８Ｚを容易にリングバインダー３に挿通するこ
とができるように、リングバインダー３を位置決め設置するものである。この綴じ補助具
２１について詳述する。なお、従来の部材と同一の部材には同一の符号を付す。また、図
２０及び図２１において、符号Ｆ及びＲは、説明の便宜上付した綴じ補助具２１の前方及
び後方を示す。
【００ 】
　この綴じ補助具２１は、従来の、紙１に孔を明ける装置にリングバインダー３を位置決
めする手段を付加したものである。そして、綴じ補助具２１の紙１を載置する載置部材２
２の幅方向の両側部にはガイド部２３が一体に形成されている。このガイド部２３の前方
側は幅狭部２３ａに形成されており、幅狭部２３ａの下側部位には、紙１及びリングバイ
ンダー３の位置決めをするバインダー設置部２４が回動可能に取り付けられている。さら

10

20

30

40

50

(11) JP 3661090 B2 2005.6.15

６０

６１

６２

６３

６４

６５



に、幅狭部２３ａの上側部位の前方側には載置部材２２の平板部２２ａに載置した紙１を
押える押え部２５が回動可能に取り付けられている。
【００ 】
　以下、夫々の部分について更に詳細に説明する。図２２は載置部材２２の両側の幅狭部
２３ａに回動可能に取り付けられたコ字形のバインダー設置部２４の平面図であり、図２
３はその正面図（図２２のＢ矢視図）である。また、図２４はその底面図である。バイン
ダー設置部２４には載置部材２２の前縁に沿った溝部２６が形成されている（図２５及び
図２６をも参照）。溝部２６には紙１等を綴じるリングバインダー３が設置される。した
がって、溝部２６の幅はリングバインダー３の外径と略同じになっている。
【００ 】
　また、溝部２６の一側壁２６ａには壁部に沿ってリングバインダー３のカールリング２
が掛合する位置決め突部２７が複数個間隔を開けて設けられている。位置決め突部２７同
士の間隔は溝部２６の、リング開閉具２８の挿入口２６ｃ近傍が狭く、挿入口２６ｃ近傍
を過ぎた位置より広くされている。これは溝部２６に設置したカールリング２を開閉させ
るバー２８が無理なく溝部２６に挿入できるようにするためである。
【００ 】
　さらに、溝部２６の他側壁２６ｂはその高さが一側壁２６ａよりも低く形成されている
。すなわち、他側壁２６ｂは図２１に示すように、載置部材２２にバインダー設置部２４
を組み付けた際、他側壁２６ｂの上端の一部が載置部材２２の前縁下面と対向する高さと
なっている。さらに、バインダー設置部２４の両脚部２４ａには軸受孔２９を有する軸受
部３０（図２６）が設けられている。
【００ 】
　図２７は載置部材２２の平面図である。載置部材２２の両側部には幅広なガイド部２３
が載置部材２２の前後方向に一体に設けられている。ガイド部２３の前方側はガイド部２
３と一体の幅狭部２３ａに形成されている。幅狭部２３ａの前側上部（図２８乃至図３０
参照）には軸受孔３１が設けられており、この軸受孔３１に押え部２５が回動可能に取り
付けられる。
【００ 】
　また、幅狭部２３ａの略中間の下部にも軸受孔３２を有する軸受部３３（図３０）が設
けられている。この軸受部３３の軸受孔３２には、バインダー設置部２４の脚部２４ａ（
図２６）に設けた軸受部３０の軸受孔２９が対応し、図示しない軸部材によってバインダ
ー設置部２４が回動可能に取付けられる。このバインダー設置部２４の脚部２４ａは載置
部材２２の平板部２２ａの切欠部３４に嵌合して取付けられている。なお、図２１、図２
７及び図２９において、符号１７で示すものは、平板部２２ａに取り付けたマグネットで
ある。
【００ 】
　図３１は上記押え部２５の平面図である。押え部２５は上面視略コ字形をしたもので、
その脚部２５ａの先端側には、軸受孔３５（図３２乃至図３４）を有する軸受部３６が設
けられている。この軸受孔３５を載置部材２２の幅狭部２３ａの軸受孔３１（図２８）に
対応させて前述したように回動可能に取り付ける。
【００ 】
また、押え部２５の脚部２５ａの内側部には孔明けパンチ１８（図４６参照）の凸部２０
が嵌合する位置決め用の凹部１９を備えたパンチガイド板３７が装着されている。また、
押え部２５の紙と対向する面にも載置部材２２の平板部２２ａのマグネット１７と対面す
るようにマグネット１７が取り付けられている（図３４）。
【００ 】
　以上のように構成したリングバインダー３を位置決めして設置するための綴じ補助具２
１の作用を説明する。本実施の形態の綴じ補助具２１は、紙１に孔明けをする機能と、リ
ングバインダー３のカールリング２を開いて紙１を綴じる機能の二つを備えている。先ず
、紙１に孔５を明ける機能について説明する。この場合は、従来技術の図４６で説明した
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孔明け作業と略同じなので説明を簡単にする。
【００ 】
　図２０において、綴じ補助具２１の載置部材２２から押え部２５が離れるように回動さ
せて起立させ、この状態で載置部材２２の平板部２２ａに紙を載置し、コ字形の押え部２
５をくぐらせて紙の先端をバインダー設置部２４の位置決め突部２７に当接させ紙の位置
決めをした後に、押え部２５を倒すことにより位置決めした紙１は押え部２５と、載置部
材２２の平板部２２ａとによって挟持され、マグネット１７により強く保持される。
【００ 】
　その後、バインダー設置部２４を軸受孔２９の軸を回動中心にして載置部材２２の裏面
側に折返し、バインダー設置部２４の位置決め突部２７で位置決めされた紙１の先端を載
置部材２２の前縁から突出した状態にする。そして、従来の図４６で示すように、孔明け
パンチ１８の位置決め用の凸部２０を押え部２５のパンチガイド板３７の位置決め用の凹
部１９に嵌合させて孔明けパンチ１８の位置決めをし、パンチガイド板３７で孔明けパン
チ１８をガイドしながらずらし、紙１に孔５を明けていく。
【００ 】
　次に、孔５を明けた紙１をリングバインダー３にて綴じる場合について説明する。先ず
、図２０に示すように、バインダー設置部２４を折り返さないで通常状態にし、図３５に
示すように、溝部２６にリングバインダー３を設置する。この場合、図３６に示すように
、カールリング２の爪２ａが載置部材２２側になるようにする。リングバインダー３を溝
部２６に設置した場合、カールリング２と位置決め突部２７とが無理なく掛合してリング
バインダー３が容易に位置決めされる。このとき、孔５を明けた紙束は一時ずらしておく
。
【００ 】
　リングバインダー３が位置決めされたら、図３７に示すように、リング開閉具２８Ｚを
カールリング２に挿入していく。このときリング開閉具２８Ｚのガイド板２８Ｄは、図３
８に示すように、溝部２６の他側壁２６ｂの上端と、載置部材２２の平板部２２ａの前縁
下面との間に挿入され、リング開閉具２８Ｚが位置決めされる。これによりリング開閉具
２８Ｚの摺動時には、リング開閉具２８Ｚが確実にガイドされる。
【００ 】
また、リング開閉具２８Ｚの開閉バー２８Ａの上下端部にリング開閉具２８Ｚの長手方向
に沿う膨出部２８Ｂ，２８Ｃが形成されているので、リング開閉具２８Ｚはカールリング
２及び基部３Ａの内側を容易に摺動し、リングバインダー３のカールリング２の爪２ａが
基板３Ａから離れてカールリング２が簡単に開くようになる。
【００ 】
　リングバインダー３のカールリング２の爪２ａが開いたら、図３９に示すように、一時
ずらしておいた、孔５を開けた紙１を載置部材２２に載置して矢印のように押し込んで、
リング開閉具２８Ｚの開閉バー２８Ａに当接させて、紙１の孔５と、カールリング２の爪
２ａとを対応させ、対応したら、紙１を押え部２５と載置部材２２とによって挟持する。
さらに、図４０に示すように、手を添えて綴じ補助具２１を押えて移動しないようにしリ
ング開閉具２８Ｚを引き抜く。これによって、カールリング２の爪２ａは紙１の孔５に順
次挿入して紙１が綴じられる。
【００ 】
　リングバインダー３に紙１を嵌める際や、リングバインダー３を紙１から外す際、紙１
の端部をガイド板２８Ｄの上面に位置するように、または、ガイド板２８Ｄで載置するよ
うにして開閉バー２８Ａに当接させれば、紙１の位置決めを行うことができる。さらに、
リング開閉具２８Ｚをリングバインダー３より引き抜いて、カールリング２を閉じたとき
、ガイド板２８Ｄによりカールリング２の先端の爪２ａを基部３Ａの内周に位置させるこ
とができる。カールリング２の爪２ａを確実に基部３Ａの内側に位置させるには、下側の
膨出部２８Ｃの径を上側の膨出部２８Ｂの径より大きくするとよい。
【００ 】
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　上記はリングバインダー３によって紙１を綴じる操作について説明したが、紙１からリ
ングバインダー３を取り外す場合は、上記とは逆の順序で行えば良い。すなわち、紙１を
綴じているリングバインダー３が製本時と同じ向きになるようにしてリングバインダー３
をバインダー設置部２４の溝部２６に設置させる。そして、リングバインダー３を押えな
がら、紙１を少し引いてリング開閉具２８Ｚがカールリング２２に挿入し易いようにする
。
【００ 】
その後、リング開閉具２８Ｚのガイド板２８Ｄが載置部材２２と、溝部２６の他側壁２６
ｂの上端との間に位置するようにしてリング開閉具２８Ｚをカールリング２内に差し込ん
でいく。これによって、カールリング２が開くので、紙１を取り外すことができる。その
後、カールリング２からバー２８を引き抜けばよい。
【００ 】
　上記リング開閉具２８Ｚの補助具としての綴じ補助具２１は、紙１を載置する載置部材
２２と、紙１を押さえる押え部２５と、紙１を位置決めする機能及びリングバインダー３
を設置する機能を兼用するバインダー設置部２４とから概略構成されるものであるが、バ
インダー設置部２４の機能を有する装置だけを独立させたリングバインダー３のバインダ
ー設置具を形成することも可能である。
【００ 】
この場合、バインダー設置具の溝部２６の片側壁部にリング開閉具２８Ｚのガイド板２８
Ｄをガイドするガイド部（例えば、壁部に形成した凹部または、壁部の上端部と他部材と
によって形成する嵌合隙間）を設けることが望ましい。
【００ 】
　また、図４１及び図４２に示すものは、リング開閉具２８の補助具としての、上記のも
のとは別のバインダー設置具４１である。このバインダー設置具４１は、側面視三角状の
基台４２の斜辺部位に板状の紙等を載置する載置部材４３を配置し、この載置部材４３の
前側下端部にリングバインダー３を設置するバインダー設置部４４を載置部材４３に略直
交させて設けたものである。
【００ 】
　バインダー設置部４４は、側面視略Ｌ字形をしたもので、底に位置する部位には複数個
の位置決め突部４５が間隔を開けて設けられている。位置決め突部４５は二個ずつ並べた
ものが五列配設されている。載置部材４３の前側下端部は、紙１の孔５がバインダー設置
部４４に設置したリングバインダー３のカールリング２に対応し易いように段部４３ａに
形成されており、この段部４３ａの下側に略Ｌ字形のバインダー設置部４４の一側端が取
り付けられている。
【００ 】
　これによりバインダー設置部４４に設置したリングバインダー３のカールリング２にリ
ング開閉具２８Ｚを挿通するのが容易になる。なお、図４１及び図４２において、符号４
６は紙１のガイド部である。そして、バインダー設置具４１のバインダー設置部４４にリ
ングバインダー３を位置決めして設置し、カールリング２にリング開閉具２８Ｚを挿通さ
せて、開放したカールリング２を紙１の孔５に嵌入させる態様、また、リングバインダー
３で綴じられている紙１とリングバインダー３とを分離する態様も上述したものと略同じ
なので、説明は省略する。
【００ 】
【発明の効果】
　請求項１に記載の発明は、リング開閉具の開閉バーの先端部に誘導部を設けたので、こ
の開閉バーの誘導部をリングバインダーのカールリング及び基部内に挿入すれば、誘導部
によりカールリングは円滑に押し上げられる。また、リング開閉具の開閉バーは、前記リ
ングバインダーの直径を越え、かつ、前記カールリングを拡げるだけの巾を有しているの
で、誘導部により押し上げられたカールリングは、その先端の爪が基部より離れることに
なり、カールリングを確実に開口させることができる。さらに、開閉バーの側壁面に直交
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するガイド板を設け
ているため、リングバインダーのカールリ

ングを開口させる際に、カールリングにリング開閉具を挿入していけば、ガイド板の他側
面（例えば、リング開閉具を縦にして機能させた場合、下側になる面）が、リングバイン
ダーの基部に接して挿入時のガイドとなる。
　カールリングが開口したら、リング開閉具の開閉バーの側壁面に形成したガイド板の一
側面（上側になる面）を紙の台座部にして複数枚重合した紙の孔側の端部を開閉バーの側
壁面に突き当てれば紙の位置決めを容易に行うことができる。そして、

紙の孔とカールリングの爪とを対応させてリング開閉具をリングバインダーから引
き抜いていけば、カールリングを紙の孔に容易に嵌合させて紙を綴ることができる。
【００ 】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々にす
る場合には、紙をカールリングの爪側に位置させ、また、リング開閉具のガイド板をカー
ルリングの爪側に位置させて、ガイド板で紙を支持するようにガイド板を紙の最下端部に
挿入しながら、リング開閉具をリングバインダー内に挿入して
ば、紙とリングバインダーとを容易に分離することができる。
【００ 】
　請求項２に記載の発明は、リング開閉具の開閉バーの長手方向の両端縁に夫々膨出部を
設けたので、リング開閉具の開閉バーをリングバインダーのカールリングの内部に挿入し
た際には、リング開閉具の開閉バーをリングバインダーのカールリング及び基部の内周面
長手方向に沿って無理なく摺動させることができる。そして、リング開閉具によりカール
リングを開口したら、リング開閉具の開閉バーの側壁面に形成したガイド板の一側面（上
側になる面）を紙の台座部にして複数枚重合した紙の孔側の端部を開閉バーの側壁面に突
き当てて、紙の孔とカールリングの爪とを対応させて、紙の位置決めすることができる。
その後、リング開閉具をリングバインダーから引き抜けば、カールリングは紙の孔に嵌合
して紙を簡単に綴じることができる。
【００ 】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々にす
る場合には、紙をカールリングの爪側に位置させ、この状態で、膨出部を有するリング開
閉具をリングバインダー内に挿通させていけば、紙とリングバインダーとを簡単に分離す
ることができる。
【００ 】
　請求項３に記載された発明は、リング開閉具の開閉バーの先端部に誘導部を設け、また
、開閉バーの誘導部を除く部分は、リングバインダーの直径を越え、かつ、カールリング
を拡げるだけの巾を有すると共に、開閉バーの長手方向の両端縁にカールリング及び基部
の内側を摺接する膨出部を設けているので、開閉バーの誘導部及びこの誘導部に続く部分
をリングバインダーのカールリング及び基部内に挿入させれば、個々のカールリングは誘
導部及びこの誘導部に続く部分より押し上げられて順次開口する。カールリングが開口し
たら、リング開閉具の開閉バーの側面に複数枚重合させた紙の孔側の端部を突き当て、紙
の孔と、カールリングの爪とを対応させて、リング開閉具をリングバインダーから引き抜
けば、カールリングは紙の孔に嵌合して紙綴じが行われる。この際、リング開閉具の開閉
バーの膨出部が突出している側壁面を、リングバインダーが閉じる際の爪先端の移動軌跡
に沿うように断面直線形にしたので、この直線部分に複数枚重合させた紙の孔側の端部を
突き当てれば、紙の端部が直線部分に沿ってずれ、重合した紙の孔の軌跡と、閉じる際の
カールリングの爪先端の移動軌跡とを一致させることができる。これによって、紙綴じの
際、カールリングを容易に紙の孔に嵌入させることができる。
【００ 】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々に分
離する場合には、紙をカールリングの爪側に位置させ、この状態で、側壁面を直線形にし
たリング開閉具をリングバインダー内に挿通させていけば、紙とリングバインダーとを別
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々に分離させることができる。
【００ 】
　請求項４に記載された発明は、開閉バーに直交させてガイド板を設け

たので、リング開閉具をリングバインダー内に嵌入させる際、ガイド板の他側面
すなわち下側面がリングバインダーの基部に当接することになり、このガイド板でリング
開閉具を確実にガイドすることができる。そして、カールリングが開口したら、リング開
閉具の開閉バーの側面に形成したガイド板の一側面（上側になる面）を紙の台座部にして
複数枚重合させた紙の孔側の端部を開閉バーの側壁面に突き当て、この台座部で紙の端部
を支持することができると共に、台座部と開閉バーとで紙の位置決めを確実に行うことが
できる。 紙の
孔にリングバインダーのカールリングの爪を容易に嵌入させることができる。
【００ 】
　また、紙を綴じているリングバインダーを外して、紙とリングバインダーとを別々に分
離するには、紙をカールリングの爪側に位置させ、 リング開閉具のガイド板
をカールリングの爪側に位置させて、ガイド板で紙を支持するようにガイド板を紙の最下
端部に挿入しながら、リング開閉具をリングバインダーのカールリング内に挿入して

ば、紙とリングバインダーとを容易に分離することができる。
【０ 】
　請求項 に記載された発明は、ガイド部の前側下部にバインダー設置部を回動可能に取
り付けたので、紙に孔を明ける際にはこのバインダー設置部を折り曲げて裏側に逃がし、
紙を綴じる際には、元に戻すことによりバインダー設置部にリングバインダーを設置する
ことができる。このようにバインダー設置部にリングバインダーを設置すれば、リングバ
インダーの位置決めを確実に行うことができる。さらに、バインダー設置部に設置したリ
ングバインダーのカールリングに、誘導部を備えると共に、ガイド板、膨出部、或は、ガ
イド板と膨出部を備えたリング開閉具を挿通すれば、カールリングを容易に開口すること
ができる。したがって、リングバインダーを開口させる装置の構造を簡単に、かつ安価に
できると共に、作業の煩雑さを回避することができる。
【０ 】
　また、綴じ補助具とリング開閉具とを使用して、紙を綴じているリングバインダーと、
紙とを別々に分離するには、紙及びカールリングの爪を綴じ補助具の載置部材側に位置さ
せて、リングバインダーをバインダー設置部に設置し、さらに、リング開閉具の、例えば
、ガイド板を前記載置部材側に位置させて、ガイド板で紙を支持するようにガイド板を紙
の最下端部に挿入しながら、リング開閉具をリングバインダーのカールリング内に挿入し
ていけば、紙とリングバインダーとを容易に分離することができる。
【０ 】
　また、請求項 に記載された発明は、バインダー設置部に形成した溝部の一側壁に複数
個の位置決め突部を設けたので、この突部にリングバインダーのカールリングを掛合させ
れば、リングバインダーを確実に位置決めすることができる。さらに、溝部を形成する他
側壁を溝部の一側壁よりも低く形成したので、この低い他側壁にリング開閉具のガイド板
を当接させれば、カールリングに挿入したリング開閉具を確実にガイドすることができる
。
【０ 】
　また、請求項 に記載された発明は、溝部に設けた位置決め突部の間隔を溝部の、リン
グ開閉具の挿入口近傍を狭くしたので、リング開閉具をリングバインダーのカールリング
に容易に挿入することができる。挿入後、間隔を広くした位置決め突部でリングバインダ
ーを保持するので、リング開閉具が確実に案内される。
【０ 】
　請求項 に記載された発明は、バインダー設置具に溝部及び、溝部を形成する、一方を
低くした壁部を設けたので、溝部にリングバインダーを位置決め設置することができると
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共に、ガイド板を備えたリング開閉具を使用する場合には、一方を低くした壁部をリング
開閉具のガイド板が当接するガイド部にすることができる。従って、このガイド部でリン
グバインダーを開口させる際、リング開閉具をガイドすることができる。このようにバイ
ンダー設置具にリングバインダーを設置し、このリングバインダーにリング開閉具を挿入
すれば、リングバインダーのカールリングを容易に開口することができ、紙を容易に綴じ
ることができるだけではなく、リングバインダーで綴じられた紙と、リングバインダーと
を容易に分離することもできる。
【０ 】
　請求項 に記載された発明によれば、バインダー設置部に形成した溝部の一側壁に複数
個の位置決め突部を、間隔を開けて設け、この突部に溝部に設置したリングバインダーの
カールリングを掛合させてその位置決めをすることができる。また、溝部の他側壁を溝部
の一側壁よりも低く形成してリング開閉具のガイド板の案内部としたので、ガイド板を備
えたリング開閉具を使用する場合、リング開閉具のガイド板を確実に案内することができ
る。
【０ 】
　請求項 に記載された発明は、斜面に形成した板状の載置部材の両側に紙をガイドす
るガイド部を設けると共に、載置部材の前側下端部にバインダ設置部を直交させて設けた
ので、載置部材に載置させた紙の位置決めを確実に行うことができる。さらに、バインダ
設置部に複数個の位置決め突部を設けたので、この位置決め突部にリングバインダーのカ
ールリングを掛合させれば、リングバインダーが固定され、リングバインダーに、誘導部
を備えると共に、ガイド板、膨出部、或は、ガイド板と膨出部を備えたリング開閉具を挿
入させる際、また、リングバインダーから誘導部を備えると共に、ガイド板、膨出部、或
は、ガイド板と膨出部を備えたリング開閉具を引き抜く際、リング開閉具の操作を容易に
行うことができる。従って、リングバインダーでの紙綴じを容易に行うことができる。ま
た、このバインダー設置具に紙を綴じているリングバインダーを設置すれば、リングバイ
ンダーにリング開閉具を挿入させ易くなり、リングバインダーで綴じられている紙と、リ
ングバインダーとを容易に分離することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るリング開閉具の実施の形態を概略的に示した正面図である。
【図２】　図１に示すもののＱ－Ｑ線に沿う断面図である。
【図３】　図１に示すリング開閉具でリングバインダーを開口させているところを示す斜
視図である。
【図４】　図１に示すリング開閉具によって開口させたリングバインダーで紙を綴じると
ころを示す一部断面図である。
【図５】　本発明のリング開閉具の他の例を示す正面図である。
【図６】　図５に示すもののＳ－Ｓ線に沿う断面図である。
【図７】　図５に示すリング開閉具でリングバインダーを開口させているところを示す斜
視図である。
【図８】　図５に示すリング開閉具によって開口させたリングバインダーで紙を綴じると
ころを示す一部断面図である。
【図９】（ａ）図６に示す対応図で、リング開閉具の側壁面を直線形に変形させた断面図
である。
（ｂ）リング開閉具で開口したリングバインダーを綴じる際、カールリングの爪の移動軌
跡を示す拡大断面図である。
【図１０】　本発明のリング開閉具のさらに他の例を示す正面図である。
【図１１】　図１０のＬ矢視図である。
【図１２】　図１０のＭ－Ｍ線に沿う断面図である。
【図１３】　図１１のＮ－Ｎ線に沿う断面図である。
【図１４】　図１０に示すものの先端部近傍を拡大して示す斜視図である。
【図１５】　図１０に示すリング開閉具によって開口させたリングバインダーで紙を綴じ
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るところを示す一部断面図である。
【図１６】　図１０に示すものの他の例を示す正面図である。
【図１７】　　図１６に示すもののＯ矢視図である。
【図１８】　図１７に示すもののＰ－Ｐ線に沿う断面図である。
【図１９】　図１２に対応する図で、リング開閉具の側壁面を直線形に変形させた断面図
である。
【図２０】　リング開閉具の機能を高めるための綴じ補助具の斜視図である。
【図２１】　図２０に示すもののＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図２２】　図２０に示すバインダー設置部の平面図である。
【図２３】　図２２に示すもののＢ矢視図である。
【図２４】　図２２に示すものの底面図である。
【図２５】　図２２に示すもののＣ矢視図である。
【図２６】　図２２に示すもののＤ－Ｄ線に沿う断面図である。
【図２７】　図２０に示す載置部材の平面図である。
【図２８】　図２７に示すもののＥ矢視図である。
【図２９】　図２７に示すもののＧ－Ｇ線に沿う断面図である。
【図３０】　図２７に示すもののＨ－Ｈ線に沿う断面図である。
【図３１】　図２０に示す紙等を押える押え部の平面図である。
【図３２】　図３１に示すもののＩ矢視図である。
【図３３】　図３１に示すもののＪ－Ｊ線に沿う断面図である。
【図３４】　図３１に示すもののＫ－Ｋ線に沿う断面図である。
【図３５】　綴じ補助具のバインダー設置部にリングバインダーを設置したところ示す斜
視図である。
【図３６】　リングバインダーの設置の向きを示した図３５の一部拡大斜視図である。
【図３７】　図３５に示すリングバインダーのカールリングにリング開閉具を挿入してい
るところを示す斜視図である。
【図３８】　綴じ補助具のバインダー設置部に配置したリングバインダーのカールリング
をリング開閉具で開口して、紙を綴じようとするところを示す断面図である。
【図３９】　リング開閉具でリングバインダーのカールリングを開き、カールリングに紙
を係合させているところ示す斜視図である。
【図４０】　図３９に示す紙を手で整えながらリング開閉具を引き抜くところを示す斜視
図である。
【図４１】　バインダー設置具の他の例を示す斜視図である。
【図４２】　図４１に示すものの斜視図である。
【図４３】　従来のものを示し、紙をリングバインダーで綴じた斜視図である。
【図４４】　従来の紙綴じ装置を示す斜視図である。
【図４５】　従来の紙綴じ装置によってリングバインダーのカールリングを開いていると
ころを示す要部の上面図である。
【図４６】　従来の紙綴じ装置で紙の孔明け作業を行うところの斜視図である。
【符号の説明】
　　１　紙
　　２　　カールリング
　　２ａ　爪
　　３　　リングバインダー
　　３Ａ　基部
　２１　　綴じ補助具
　２２　　載置部材
　２３　　ガイド部
　２４　　バインダー設置部
　２５　　押え部
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　２６　　溝部
　２７　　位置決め突部
　２８Ａ　開閉バー
　２８Ｂ　膨出部
　２８Ｃ　膨出部
　２８Ｄ　ガイド板
　２８Ｘ　リング開閉具
　２８Ｙ　リング開閉具
　２８Ｚ　リング開閉具
　２８ａ　誘導部
　２８ｂ　側壁面
　３８Ａ　開閉バー
　３８Ｄ　ガイド板
　３８Ｚ　リング開閉具
　４１　　バインダー設置具
　４３　　載置部材
　４４　　バインダ設置部
　４５　　位置決め突部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】
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【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】
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